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（メッセージ） 
 これまで PTEN の生化学的解析から、イノシトールリン脂質シグナルの異常と発がんと
の関連性を研究してきました。そこから発展してきたテーマとして、現在は mTORシグナ
ルの解析を進めています。mTOR の制御には、イノシトールリン脂質やチロシンキナーゼ
を介する「現代的」なシグナル制御系とグルコース代謝・アミノ酸代謝といった「古典的」

な制御系が互いに複雑に絡み合いながら機能しています。我々はこの mTOR制御系に関わ
る「古くて新しい（？）」Gサイクル制御の実体を明らかにし、それを手掛かりとして最後
には mTOR制御系の全貌が解明できることを期待しています。 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 

(1) 活性測定を含む PIホスファターゼ（PTENが中心）の生化学的解析 

   ・種々の PTEN変異体が供与可能です 

(2) PI動態解析 

(3) Drosophila Schneider-2細胞を利用した RNAi実験 

(4) 培養細胞系における HCV感染・プリオン感染 


